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ウ ン カ か ら 分 離 し た 疫 病 菌,Conidiobolus sp.に つ い て

岡 田 忠 虎(九 州農業試験場)

An entomophthoraceous fungus, Conidiobolus sp., separated from planthoppers,

Laodelphax striatellus (Fallen) and Nilaparvata lugens (Stal).

Tadatora OKADA (Kyushu Agricultural Experiment Station MAF)

An entomophoraceous fungus was separated from adults of planthoppers, Laodelphax stria-

tellus (Fallen) and Nilaparvata lugens (Stal) collected in fields in Chikugo, in August and Sep-

tember of 1970, and cultivated on Sabouraud dextrose agar medium.

Infected planthoppers were observed sporadically in laboratory stock colonies and field pop-

ulations. Infected leafhoppers, Nephottetix cincticeps (Uhler), probably with the same fungus 

were also found out. Numerous conidia were forcibly discharged within a range of ca. 10mm 

from conidophores. The conidia adhered onto anything.

Mycelia were coenocytic and frequently septated, hyphal bodies not septated, conidiophores 

not branched. Conidia were white or creamy white, spherical with an apiculus, 36.7ƒÊ+6.3 S. D. 

in diameter. Conidium was filled with numerous granules, but bid not include typical vacuoles 

or oil grobules. Microconidia and villose conidia were recognized sometimes. Resting spores 

and zygospores have not been observed yet. Thus the fungus was identified as a Conidiobolus 

species, closely related to Conidiobolus coronatus (Costantin) Srinivasan et Thirumalachar.

The fungus was able to be cultivated on media including singly egg yolk, egg white or 

autoclaved potato, on potato agar medium, on a skim-milk agar medium and on Sabouraud mal-

tose agar medium as well as Sabouraud dextrose agar medium. The fungus were also cultivated 

on artificial diets for some lepidopterous larvae excluding antiseptics. Among those media 

employed, Sabouraud dextrose agar medium seems to be most favourable for colony development 

and formation of conidia. The skim-milk medium was clarified as the fungus grew, which 

suggested a proteolytic ability of the fungus.

Infectivity of the fungus was not so high to Nilaparvata by spraying test of conidial sus-

pension. The conidia were infective against the rice stem borer, Chilo suppressalis Walker, which 

was killed from a sclerosis 1-4 days after cutaneous inoculation or injection. Filtrates of liquid 

Sabouraud dextrose medium fully cultivated with the fungus did not show pathogenicity to 

the stem borer by intrahemocoelic injection.

藻菌綱 ・接合菌亜綱 ・Entomophthorales目 ・Ento-

mophthoraceae科 の菌は昆虫の病原 として主要な糸状

菌群の一つであり,欧 米においてはこの科に属す菌につ

いて数多 くの研究報告がある。しかし,わ が国では,そ

れがカイコに対する病原 として重要性を欠 くためか,報

告は非常に乏しく,日 本産のこの科の菌 として著者の知

るかぎりでは,未 同定種を含むつぎの10種 が記録されて

いるにすぎない:

{Entomophthora americana Thaxter, E. aphidis 

Hoffman, E. aulicae Reichhardt, E. delphacis

 Hori •k=E. delphaxini Hori•l, E. delpiniana Cavara, 

E. grylli Fresenius, E. muscae Cohn, E. sphaero-

sperina Fresenius, E. sp. (Koyama, 1963), Mas-

sospora cicadina Peck}.

筆者は1970年8～9月,野 外か ら採集したヒメ トビウ

ンカとトビイロンカから形態的に互いに極めてよく似て

おり同一種 と思われるEntomophthoraceaeの 菌 をサ

ブロー ブ ドウ糖寒天培地で分離した。なお,こ の菌と

思われるものは野外で採集 したツマグロヨコバイでも観

察している。

ここでは,本 菌の基本的特性について,主 としてヒメ

トビウンカから分離したものを材料として報告する。

なお本文に先きだち,当 場病害第1研 究室の各位から

種 々のご教示を受けたので深謝の意 を表 します。
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本 菌の 特 徴

菌 糸 は 多核 的 で,巾 は5～13μ(11μ 程 度 の もの が

多 い)。 菌 糸 体 は無 隔 で 巾11～57μ,長 さ122～445μ

(Fig.1参 照)。 分 生 子柄 は 分 岐 しな い。 分 生 胞 子 は白

色 ない し ク リーム 色で,球 形,直 径36.7μ ±6.3S.D.

(調 査 数100),一 方 に突 起 が あ る。 内 部 に は 多数 の 顆 粒

が充 満 し,顕 著な 油球 あ るい は空 胞 を認 め な い。 表 面は

平 滑 。2次 分 生 胞 子 は 分生 胞 子 と同 型 で,ほ ぼ 同 大 か ま

た は や や小 さい 。 とき ど き,小 型 分生 胞 子(microco-

nidia)お よび 絨 毛 分生 胞 子(villose conidia)が 観 察

Fig. 1. Formation of Hyphal bodies

A. Germination of conidia

B. Mycelium forming hyphal bodies

C. Hyphal bodies

Fig. 2. Conidia and Conidia formation

A. Primary conidia and villose conidium

B. Primary conidia, secondary conidia and 

 microconidia

C. Conidial formation on surface of a delphacid, 

Nilaparvata ingens (Stal)

D. Four secondary conidia-like organisms
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され る(Fig.2参 照)。 仮 根 な し。 な お,厚 膜 胞 子 ・接

合 胞 子 な どは まだ認 めて い ない 。 以 上の よ うな本 種 の 特

徴 は,従 来,わ が 園 で 稲 ウ ン カ類 に 寄生 す る と され て い

るEntomophthora delphacis Hori,ツ マ グ ロヨ コ バ

イに 寄 生 す る と され てい るE.grylliFreseniusの 特

徴(青 木,1957,1958)と は 明 らか に異 な る もの で あ っ

た。 本 菌 はEntomophthoraceaeのConidiobolusと

思 わ れ る。 と くに分 生 胞 子 の 形 と大 き さに つい て は,海

外 で ア ブ ラム シ類,ハ エ類,シ ロア リな ど多 くの 昆 虫 に

寄 生 す る と され て お り,最 近 までEntomophthora属 に

組 み こ まれ て い たConidiobolus coronatns(Costantin)

Srinivasan et Thirumalacharに よ く似 て い る。 しか

し,菌 糸 体 の 大 き さ につ い て はPrasertphon&Tanada

(1968)が 述 べ て い るE.coronataの そ れ よ りか な り大

型 で あ る。

培 養 基

本菌はサブロー ・ブ ドウ糖寒天培地のほか種 々の培地

で培養可能であった。卵黄,卵 白(以 上はなまのもの),

高圧滅菌した馬鈴薯,馬 鈴薯寒天,CAVF,脇 本培地(脇

本,1954),ス キム ミルク寒天,サ ブロー ・麦芽糖寒天の

各培地で培養可能であった。さらに防腐剤を除いたニカ

メイチュウ人工飼料(釜 野,1964に 準 じたもの)お よびハ

スモンヨトウ川 インゲンマメ飼料(岡 本 ・岡田,1968)で

も培養できた。以上の培地のうち,サ ブロー ・ブドウ糖

寒天培地は菌そうの伸び,分 生胞子の形成放発にとって,

かなり好適であった。なお,ス キム ミルク寒天培地では

菌の発育によって培地が透明化 され,Gabriel(1968)が

E.coronataな どで認めたような蛋白質加水分解能のあ

ることを示 した。

培養した菌には一種の腥臭がある。

病 原 性

本菌は実験室内で群集飼育中の トビイロウンカの成虫

でも点々と発生をみるが,大 発生してこのために群が

諸実験の供試虫として支障を起こすほどにはみ られない。

病死虫の宅として節間部から菌糸が出て,分 生子柄を形

成し,分 生胞子は約10m程 度の距離まで放発される。

培養した本菌から得られた分生胞子を3%蔗 糖添加の

蒸留水に懸濁し(約9×105/ml),プ ラスチック容器(約

2000cm3)の 芽出しイネに放った トビイロウンカ成幼虫

に,容器当り10ml散 布 した。その結果,散 布後7日 ～10

日の間にほんのわずかの個体が感染して死亡 した。容器

の通気網をふさいで湿度を高 く維持しようとした区でも

同様であり,こ れらのことからこの菌はウンカの密度変

動にあまり寄与 していない と思われた。

ニカメ イチュウに対して,そ の分生胞子を注射すると

Fig. 3. Fungi or fungus-like bodies in rice

 stem borer, Chilo suppressalis Walker

A. Conidia germinating in blood.

B. Conidia germinating along a tissue of the

 larvae.

C. Abnormal cells in blood.

高濃度では24時 間以内に,ま た低濃度では4日 以内に硬

化病を起 して死亡 した。死亡前の幼虫の体内には発芽し

た胞子や奇妙な細胞が見られた(Fig.3参 照)。 なお,

胞子を皮膚に付着 させることによってニカメイチュウは

感染死亡したが,ハ スモンヨトウ幼虫では感染がおこら

なかった。

 本菌を充分に培養増殖させた液体培地(サ ブロー・ブ

ドウ糖寒天培地から寒天を除いたもの)を ろ紙で,つ ぎ

に ミリポアフィルターでろ過し,そ のろ液をニカメイチ

ュウに注射 したが病原性を認めなかった。このことは培
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養 ろ 液 に 毒 素 が あ るE.coronata(Prasertphon,1967)

と は 異 な っ て い る よ うで あ る 。
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